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知的障害を伴う聴覚障害幼児と母親によるままごと遊びにおける 

会話の発達的変化※

大　塚　真理子※※・小大塚　美　音※※※・鶴　　　祐美子※※※※・太　田　富　雄※※※※※

　知的障害を伴う聴覚障害幼児と母親を対象にして，ままごと遊びにおける母子相互交渉

の分析により会話の発達的変化を見た。発話の機能分析カテゴリーを作成し，15回の指導

における対象児と母親の発話機能を分析し，発達的変化を検討した。前期・中期には母親

の教示・説明が多く見られたが，遊びに必要な語彙の指導が意図されていたためで，対象

児は母親の発話の模倣が多く見られた。語彙を覚えた後期には，対象児の自発的発話が見

られるようになり，母親の教示・説明は減少し，受容・理解が増加した。対象児の教示・

報告・説明は増加したが，前期では「バナナ」という単語のみだったものが，中期からは

「バナナ食べたい」という述語に相当するものが表出できるようになるなどの発達的変化

が確認された。
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Ⅰ　はじめに

子どもは，遊びを通して，運動能力，言語力，

表現力，想像力等，様々な能力を身に付ける。ま

た，遊び相手とのやりとりを通して社会性，協調

性を身に付けることができる。遊びは子どもの発

達にとって必要不可欠であり，生活の一部といえ

る。

言語を習得する際も，遊びは重要である。一般

的に言語は３つの機能を持っている。「①コミュ

ニケーションの手段，②考える手段，③行動調節

の手段である」（高野，1996）。これらの機能を遊

びという活動の中で考えてみても，他の子どもに

要求や提案を伝える①の機能，遊びの中身につい

て考える②の機能，ルールに従って遊ぶ③の機能

としての言語がある。遊びという活動を通して言

語の持つ機能を身に付け，いろいろな状況や多様

な遊びを経験することによって，その場や事柄に

応じた語彙を知り，その語彙を自分のものとして

使うようになるのである。

遊びの中でもごっこ遊びは，生活経験を活かす

ことができ，早い段階から経験できる共同遊びで

ある。ごっこ遊びは，象徴機能の表れであり，子

どもの表象の世界を形成し，言語の発達を支え

るものといえる（大島・藤野，2001）。ごっこ遊

びを成立させるためには，お互いが持つ遊びのイ

メージを伝え，テーマを共有することが必要であ

る。そのために子どもたちは獲得した言葉を使用

してコミュニケーションを行う。ごっこ遊びは獲

得した言葉を使用するための場となり，使用する

ことにより言語発達にもつながる。エピソードを

展開するために，さらに新たな言葉を使用し，語

彙を増やしていく。ダウン症児を対象に象徴遊び

における発達を調べた研究（e.g., 七木田・是澤，

1996; 腰川・池田，2000）もあり、障害児でも取

り組みやすい。

ごっこ遊びの中でもままごと遊びは，特に日常

生活と関連性が高く，家庭でも取り組みやすい。
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さらに，子どもが日常生活の中で最も接すること

が多い母親とままごと遊びを行うことで，より日

常の家庭生活に近いものになると考えられる。

聴覚障害児のままごと遊びの特徴としては，以

下のようなことが挙げられている。まず，言語的

な面を除いては，健聴児との質的な違いは見られ

ないものの，遊びの量は少ないことが指摘されて

いる（Mann，1985）。また，聴覚障害児の象徴

遊びの発達は，言語的象徴行動による発達だけで

なく，動作的象徴行動による発達においても，生

活年齢に比べて，遅れる傾向があるとの報告が見

られる（大島・藤野，2001）。次に，聴覚障害児

の場合，両親の行動の特徴は部分的には巧みに模

倣するが，その中での交渉の様子や言語面の模倣

に困難を示す。これは，音声言語に制限があるた

め，ごっこ遊びにおいても生活の一場面における

印象深い情景や人物の模倣は行われるが，場面の

有機的展開が殆ど行われないためである。子ども

は様々な遊びを通して，自然に言葉を身に付ける

ことができるが，聴覚障害児おいては，聴覚的情

報が入りにくいためにそれが難しい。

　永尾他（2005）は，聴覚障害幼児と母親のまま

ごと遊びにおいて，母子のやりとりがスムースに

行えるようにするために特に重視した２つの指導

内容を述べている。まずは，視線を合わせるとい

う指導である。健聴児の場合，視線を合わせなく

ても耳で言葉を聞きとり，コミュニケーションを

図ることが出来るが，聴覚障害児の場合は耳から

言葉を聞き取りにくいため，互いの視線を合わせ

ることが必要である。視線を合わせることで，相

手の表情や口形等にも注目し，不十分な聴覚的情

報を視覚的情報で補うことが出来る。

次に，動作と発話のタイミングをずらすという

指導である。例えば，コンロの火をつけるときに，

コンロをひねりながら「火をつけるね。」という

と，母親と聴覚障害児の注意はコンロに集まり，

視線を合わせて話すことが出来ない。そのため，

まず母親の顔に注意を集めて視線を合わせ「火を

つけるね。」と言ってからコンロをひねるという

ような配慮が必要である。このような配慮を行う

ことにより，指導前と比較して指導後には相互の

やり取りの回数が増加し，それに伴ってままごと

遊びのレベルも上昇したと指摘している。

また，同じ精神年齢の健常児と比べると精神遅

滞児は，言語理解，言語表出面に遅れがみられる

ため，象徴遊びにおいて，スクリプトの細部部分

に違いがみられると加島・池田（1994）は報告し

ている。そして，精神遅滞児の遊び場面における

母子間の相互交渉においては，母親のはたらきか

けが主導的・指示的であり，子どもの行動をコン

トロールしがちであるという特徴を指摘し，子ど

もに対して動作・言語・情報という応答を期待す

る行動が非常に多いことを明らかにした。精神遅

滞児の母親の特異なコミュニケーションスタイル

の理由として，精神遅滞児が受身的であり，健常

児に比べて母親に応答し損なうことが多いことが

指摘されている（細川他，1989）。
これまでに知的障害を併せ持つ聴覚障害幼児と

その母親によるままごと遊びにおける会話の分析

等の報告はなされていない。

そこで，本研究では知的障害を伴う聴覚障害幼

児と母親を対象にして，ままごと遊びにおける母

子相互交渉の分析により会話の発達的変化を明ら

かにすることを目的とする。

Ⅱ  方法
１．対象者

　知的障害を伴う４歳の聴覚障害幼児（以下，Ａ

児とする）とその母親の２名を対象とした。対

象児のABR検査（CA：３歳８ケ月で実施）の

結 果 は， 右 耳1000Hz：40dB，2000Hz：20dB，

4000Hz：40dB， 左 耳1000Hz：50dB，2000Hz：
30dB，4000Hz：40dB であった。田中ビネー知

能検査Ⅴの結果は，IQ70。遠城寺式・乳幼児分

析的発達検査では，運動３歳前半未満，基本的習

慣３歳４ケ月，対人関係３歳４ケ月，発語２歳０

ケ月，言語理解２歳０ケ月であった。構音検査で

は，未熟構音が顕著で省略が多い。母音・/m/・
/p/・/b/は（＋）だが，不規則に置換する。/t/・
/k/は（±）。本児はＢ大学病院において難聴と発

達遅滞の診断を受けている。

２．観察・記録方法

①使用した玩具の種類

　対象児が日常生活において慣れ親しんでいるも

のを踏まえながら玩具を選択した（Fig.1）。
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食べもの… りんご(3），みかん(3），レモン(1），
ばなな(2），ぶどう(2），いちご(3），
パン(2），おにぎり(1），ケーキ(3），
ハンバーグ(1），目玉焼き(2），エビ

フライ(1），魚(1），肉(1），だいこ

ん(1），にんじん(2），たまねぎ(1），
とうもろこし(1），かぼちゃ(1）

調理器具… フライパン(1），鍋(1），まな板(1），
包丁(1），トースター(1），コンロ

(1），流し(1），レンジ(1），スポン

ジ(1）
食器類…… 皿(3），箸(1），スプーン(1），フォー

ク(1）

Fig. 1　ままごと遊びにおいて用いた玩具 
（　）内は個数

②観察・記録の手続き

　原則として週１回，90分の指導の時間内にお

いて，上記した玩具を使って母親とのままごと遊

びを10分間ビデオで記録した。指導終了後VTR

の再生に基づいて対象児と母親のやり取りの言

語，行動，経過時間を記録した（全15回，指導第

１～５回を前期，指導第６～10回を中期，指導第

11～15回を後期とする）。

③分析方法

　今回の研究では，VTR録画資料から１セッ

ション10分間に生起した母子の動作，発話，発声

を全て文字化した。それを基に，１）母子間の会

話における発話の機能の変化，２）発話総数の変

化，３）母子間の会話の連続性の変化の３つの観

点で分析を行った。１）母子間の会話における発

話の機能分析の変化については，健聴児の母子相

互作用に関する先行研究（Dore，1978；武井他，

1984）や聴覚障害幼児の母子相互作用に関する

先行研究（太田他，2002）を参考に，発話の機

能分析カテゴリー表を作成し，対象児と母親の発

話機能を分析した（Table 1）。この際，３名の

観察者の合議に基づき，発話機能を分類した。ま

た，この発話の分析カテゴリーを回数が増えると

ポジティブに働くもの（Ｐ）と，ニュートラルに

働くもの（ｎ），ネガティブに働くもの（Ｎ）と
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いう３つの観点に分けた表を作成し，分析を行っ

た（Table 2）。

Ⅲ　結果と考察

　今回の研究では，１．母子間の会話における発

話の機能の変化，２．発話総数の変化，３．母子

間の会話の連続性の変化について分析を行った。

１．母子間の会話における発話の機能分析の変化

について

発話の機能分析カテゴリーの回数（Table 2）
を，回数が増えるとポジティブに働くものと，

ニュートラルに働くもの，ネガティブに働くもの

という３つの観点からTable 3にまとめ，それぞ

れをグラフで表した（Fig.2～Fig.9）。
Ａ児の説明要求への返答は前期から中期にかけ

ては大幅に増加し，中期から後期にかけては少し

減少しているが安定していると言える（Fig.2）。
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説明要求への返答が増加した理由としては，母親

の説明要求の回数の増加に伴いＡ児の説明要求へ

の返答も増加したと考えられる。前期では母親の

説明要求が「今～をしているの？」という答えが

一つしかない閉じた質問になっており，これによ

りＡ児の返答は「うん」という単一のものになる。

しかし，中期になると母親の説明要求が「今何を

しているの？」という答えがたくさんある開かれ

た質問になっている。これにより，Ａ児の返答も

「にんちんちょっきんした（にんじんちょっきん

した）」というような自分の行動を詳しく説明す

る返答になっている。また後期では前期・中期で

は少なかった否定形の返答が増加している。これ

は母親の「バナナ入っている？」という閉じた質

問に対し，前期・中期では「うん」あるいは「う

うん」という返答であったが，後期では「はいっ

たない（入ってない）」という返答に変化してい

る。さらに，Ａ児がままごと遊びにおいて積極的

に包丁を使うまねや，水でお皿を洗うまねをする

ことが増えたことにより，母親がＡ児の動きに合

わせてオノマトペを使うことが増加した。母親が

使うオノマトペをＡ児が模倣し，Ａ児のオノマト

ペを使う回数が増加した（Fig.4）。これに伴い，

母親の「今何をしているの？」という質問に対

し，「がいこんちょきちょき（だいこんちょきちょ

き）」などのように返答にもオノマトペを使う回

数が増加したと考えられる。

Ａ児の教示・報告・説明は増加傾向にある

（Fig.2）。内容を見ると，前期では「にぎり（お

にぎり）」「ななご（たまご）」といった目の前に

あるものや手に持ったものを単語のみで発話す

ることが多かった。しかし，中期の後半からは

「なななたべたい（バナナ食べたい）」「ここでき

ん」等の自分の思いや考えを伝えたり，「きれー

きれーする（きれいきれいする）」「これでチョッ

キンってする」等の自分のしている行動や今から

する行動を伝えたりしている。

Ａ児の模倣は，前期から中期にかけて増加し，

中期から後期にかけて半減している（Fig.2）。そ

の理由として，前期から中期にかけては母親の教

示・報告・説明の増加が考えられる（Fig.6）。Ａ

児にものの名前を教示する際に，母親が絵カード

を提示しながら名前をいい，Ａ児に復唱を求める

ような場面が多く見られた。特に中期には，それ

に加え母親が絵カードを口元に持っていき，Ａ児

の注意を引いた上で教示することが定着したた

め，より模倣しやすくなり，増加につながったと

考えられる。そして中期から後期にかけては，あ

る程度Ａ児が名前を覚えたため，復唱を求めるよ

うな場面が少なくなり，模倣が半減したと考えら

れる。

Ａ児の注意喚起は，Ａ児が母親に考えを伝える

前に，「ままー」等の母親に見てもらうための注

意喚起を行うことが多いため，全体を通して注意

喚起が増加している（Fig.3）。Ａ児の注意喚起は

母親の呼名だけでなく，後期では母親がオーブン

を開けるときに「あちゅいよ。」といい，注意を

促すというような前期・中期には見られなかった

見立てによる言葉が頻繁に見られるようになった

ことから，遊びのレベルが上がったと考えられ

る。

母親の行動要求は前期から中期にかけては少し

増加しているが，中期から後期にかけては減少し

ている（Fig.8）。母親の行動要求が減少した理由

として，Ａ児が積極的に行動するようになったこ

とがあげられる。母親の行動要求がなくても，Ａ

児が自発的に行動するようになったことにより，

母親の行動要求の回数が減少した。

母親の教示・報告・説明は前期から中期にかけ

て増加し，中期から後期にかけて減少している

（Fig.6）。
前期から中期にかけて増加した理由としては，

母親がままごとの際にＡ児にものの名前を覚えさ

せるために，絵カードを提示しながら教える場面

が多く見られたことが考えられる。またそれに加

え，中期にはみかんを食べる際に「みかんの皮を

むくよ。」といいながら皮をむく仕草をＡ児に見

せ，ものの名前だけではなくその様子や特徴を表

すような説明も多く見られるようになった。さら

に，前期・中期・後期全体を通して母親のオノマ

トペが増加している（Fig.7）。その理由としてＡ

児がままごと遊びに慣れ，自発的に水を扱うまね

をすることや，食べるまねをすることが増加した

ことにより，母親がＡ児の行動に合わせてオノマ

トペを使うことが増加したことが挙げられる。Ａ

児の行動が多様化したことにより，たくさんの種

類のオノマトペを使用するようになり，母親のオ

ノマトペの回数が増加した。中期から後期にかけ
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て母親の教示・報告・説明が減少している理由と

しては，Ａ児がある程度ものの名前を覚えて自ら

言えるようになったため，母親が教示することが

少なくなったことが考えられる。

母親の説明要求は，前期から中期にかけて大き

く増加し，中期から後期にかけては多少減少し

ているが安定していると言える（Fig.6）。前期か

ら中期にかけて増加した理由として，母親がＡ児

にままごとで使う野菜等の名前を聞く場面が増え

たことが挙げられる。前期には母親がＡ児に「こ

れはみかんよ。」というように教示することが多

かったが，中期になるとそれまでの確認の意味

で，「これは何かな？」と説明要求をする場面が

多く見られるようになった。中期から後期にかけ

ても同様に名前を確認するような場面が多く見ら

れた。また，説明要求の内容に注目すると，前期

にはＡ児が料理をしているのを見て「できた？」

と確認するようなものが多かったが，中期・後期

になると「何ができた？」というように，より具

体的に説明を求めるような内容に変化した。

母親の説明要求に対して，Ａ児が無反応を示す

回数が前期から後期にかけて徐々に減少している

（Fig.5）。これは，上述したように母親がＡ児の

注意を引くための働きかけを行うようになり，Ａ

児が話しかけられていることに気づかないことが

減少したということが理由に挙げられる。

母親の受容・理解は，全体を通して増加傾向に

ある（Fig.6）。これは，Ａ児の教示・報告・説明

の増加に伴い母親は受容・理解を行う機会が増え

たからだと考えられる。他にも，Ａ児がままごと

の流れを理解して場面に合った発話や行動をする

ことで，母親はＡ児の発話や行動をそのまま受け

入れることができたからだと考えられる。

Ａ児の聞き取れない発声が全体を通して減少傾

向にあるのに関わらず（Fig.5），母親の聞き返し

が増加していることから（Fig.6），母親はＡ児の

発話を聞き取れなかっただけではなく，Ａ児の教

示・報告・説明に対して意味づけをするという意

図から聞き返しを行ったと考えられる。

　発話の機能分析カテゴリーの回数の変化

（Table 3）を回数の増加による働きで分けた表

（Table 2）で見ると，ほとんどの項目で良い傾

向にある。しかし，Ａ児の行動提案，決まり文句

は回数が増加することでポジティブに働くが，行

動提案は全体を通して１度もなく，決まり文句の

「いただきます」「ごちそうさまでした」は自発的

に発話しているが，「ありがとう」「ただいま」は

まだ自発的に発話がないため，ままごとで料理し

たご飯を食べる場面まで行えなかった指導では決

まり文句が少ない。そのため，今後のままごと遊

びをＡ児の母親への行動提案，「ありがとう」「た

だいま」といった決まり文句を使いやすい場面設

定を行うことで回数が増加していくと推測され

る。

２． 発話総数の変化
　Ａ児の発話総数は，最低40回（指導第３回目）

から最高122回（指導第９回目）と3.1倍になっ

ている（Fig.10）。発話総数の平均は前期51.6回，

中期99.0回，後期86.5回であった（Fig.11）。前期

から中期にかけて大きく増加，中期から後期にか

けては減少しているものの安定していると言え

る。母親の発話総数は最低61回（指導第１回目）

から最高172.6回（指導第８回目）と2.8倍になっ

ている（Fig.10）。発話総数の平均は前期94.4回，

中期125.8回，後期140.4回であった。母親は前期

から中期，後期にかけて徐々に増加している。

　まずＡ児の発話総数が増加した理由として，以

下の４つが考えられる。１つ目に，母親に対する

教示・報告・説明，説明要求への返答が大きく増

加したこと（Fig.2）。２つ目に，母親の受容・理

解の増加がＡ児の発話の動機付けにつながったこ

と（Fig.6）。３つ目に，母親の説明要求の増加に

伴い（Fig.6），Ａ児の説明要求への返答も増加し

発話が促されたこと（Fig.2）。４つ目に，ままご

と遊びがパターン化したことが考えられる。ま

た，中期から後期にかけてＡ児の発話総数に大き

な変化が見られなかった理由としては，ままごと

遊びが定着したことが挙げられる。

　次に母親の発話総数が増加した理由として，以

下の３つが考えられる。１つ目に，Ａ児に対す

る説明要求と受容・理解が大きく増加したこと

（Fig.6）。２つ目に，Ａ児の無反応が減少したこ

とにより母親の発話の動機付けにつながったこと

（Fig.5）。３つ目に，Ａ児の説明要求への返答が

増加し応答率が上がったことから（Fig.12），発

話が促され発話総数が増加したことが考えられ

る。
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知的障害を伴う聴覚障害幼児と母親によるままごと遊びにおける会話の発達的変化

　Ａ児の発話総数は前期に比べて中期と後期は増

加しているが，母親の発話総数も増加しているた

め，依然として割合的に見るとＡ児の発話総数

の方が少ない（Fig.11）。飯島（2005）では，Ａ

児と母親の発話総数が同数であるほど両者が積極

的に会話に参加していると言えるという報告があ

る。今後の課題としては，Ａ児の発話総数を増や

して母親の発話総数に近づけることがあげられ

る。そのため，次のような対策が必要である。１

つ目に，母親の発話の間を十分にとり，Ａ児が余

裕をもって会話に参加できるようにするというこ

とである。前期・中期・後期全体を通して母親の

受容・理解が増加し，Ａ児の発話を待つ様子も見

受けられるが，Ａ児が考えている間に母親が連続

して発話するという様子も見られるため，じっく

りと間を取ってＡ児のペースで発話できるように

する必要がある。

２つ目に，Ａ児の無反応の数を０に近づけると

いうことである。Ａ児の無反応の数は，前期・中

期・後期全体をとして大きく減少しているが依然

としてなくなっていない。そのため， Ａ児が作業

に集中している際には作業を優先させたり，母親

がＡ児の興味や注意を引いたりして，確実にＡ児

と視線を合わせてから話しかける等の働きかけに

さらに配慮し，Ａ児の無反応の数を０に近づける

必要がある。

３つ目に，母親の説明要求に対するＡ児の返答

をさらに上げるということである。Ａ児の説明要

求への返答は前期に比べて中期と後期では大きく

増加しているが，さらなる増加により，母親の発

話総数に近づけることができると考える。そのた

めの対策として，母親がＡ児に対してわかりやす

く答えやすい質問をすることがあげられる。一度

に複数のことを聞いたり，文章が長くなったりす

るとＡ児が混乱してしまうため，端的に答えやす

い聞き方をすることが必要である。

３．母子間の会話の連続性の変化

　まず，１エピソード内の会話数を調べ，指導回

数ごとの平均と最高数，会話が１回で終了した回

数，前・中・後期でのそれぞれの平均をグラフに

示した（Fig.13～Fig.15）。次に，エピソードは

母親とＡ児のどちらによって開始と終了がなされ

たのかについてみると，母親からの開始率は前期

32％，中期38％，後期39％，母親からの終了率は

前期79％，中期62％，後期65％だった。

　１エピソード内の会話数の平均と最高数は前期

から中期にかけては増加しており，中期から後期

にかけては多少減少しているものの安定している

といえる（Fig.13，Fig.14）。また，１エピソー

ドの会話数が１回で終了することは，前期から中

期にかけては減少しており，中期から後期にかけ

ては多少増加しているものの安定しているといえ

る（Fig.17）。
母子間の会話が連続するようになった理由とし

て，以下の２つが考えられる。１つ目に，Ａ児の

会話の開始率が上がったこと。Ａ児の会話の開始

率の上昇により，Ａ児が積極的に母親と会話をし

ようとする意志が見られ，会話の連続性が高まっ

たと考えられる。

２つ目に，発話の機能分析から考えるとＡ児の

無反応や内的表出が減少したこと（Fig.5），母親

の説明要求に対するＡ児の応答率が上昇したこと

（Fig.12）により，会話が途切れることが少なく

なったため，１エピソード内の会話数の平均と最

高数が増加したと考えられる（Fig.13）。
　飯島（2005）は，母親と子どもの会話の開始率

と終了率の差が小さくなるほど，子どもが積極的

に会話に参加していると報告している。しかし，

本研究では，Ａ児の会話の開始率，終了率は母親

との差がやや小さくなったものの，未だに20％近

い差が見られる。そのため，今後のままごと遊び

の指導において，Ａ児に役割を持たせたり，Ａ児

の興味がある事を取り上げたりして，積極的に会

話に参加できるような場面設定を行っていく必要

がある。

Ⅳ　まとめ

　本研究では，知的障害を伴う聴覚障害幼児にお

いて，日常生活と関連性が高く，家庭でも取り組

みやすいままごと遊びを通して指導を行った。会

話場面を通して言葉を身に付け，繰り返し使用す

ることで，日常生活にも活かすことを目指した。

分析の結果，ままごと遊びの中でＡ児の発話の

内容に良好な変化が見られた。それに伴い，母子

ともに発話総数が増加し，そのやりとりの中でま

まごと遊びで使用する言葉が定着していった。ま

た，Ａ児が母親に対して積極的に働きかけるよう
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になり，会話の連続性が見られるようになった。

しかしながら，Ａ児は知的障害を伴うため，相手

によってコミュニケーンができたりできなかった

りするという特徴がある。そのため，今後は母子

間のコミュニケーションを促すだけでなく，母親

以外（例えば幼児間）とのコミュニケーションを

見る必要がある。
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